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この度の能登半島地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
被災地域の早期の復興と生産者の皆様の営農再開に向け、戦略室としてできる
限りの協力をしてまいりたいと思います。

このようななか、令和６年度は、次世代総点検運動の最終年度となります。大きな
被害を受けた能登を中心に、担い手や労働力不足の課題がより顕著になると想定
され、対応を関係各機関と一緒に考えたいと存じます。
併せて「Choice!いしかわ産」の認知度向上による国消国産・地産地消運動をさらに
強く推し進め、消費者理解の浸透に努めてまいります。

本年も皆様方のご理解・ご協力をお願い申し上げます。

担い手推進担当ロールプレイング大会

最優秀賞：ＪＡ石川かほく
Ｔ Ａ Ｃ  役 ： 板坂 和哉 氏 （営農企画課）
連  携  役 ： 兼保 徹也 氏 （営農販売課）
担い手役 ： 高森 静香 氏 （営農企画課）

優秀賞：ＪＡ松任
Ｔ Ａ Ｃ  役 ： 土倉 真魚 氏 （園芸振興課）
連  携  役 ：山上 貴彦 氏 （融資課）

担い手役 ： 梅田 喜晴 氏 （営農資材課）

優秀賞：ＪＡ小松市
Ｔ Ａ Ｃ  役 ： 山岸 豊 氏 （営農支援課）
連  携  役 ：大田 琢哉  氏 （園芸課）
担い手役 ：橋本 克巳 氏 （営農支援課）

１２月１２日（火）に農業会 館にて、「担い手推進担当ロールプレイン グ大会」を
開催しました。

今回は、７ＪＡの参加により、担い手農 家の所得向上とＪＡ事業拡大に向けた
「直 売所等の産直向け品目の推進提案」または「園芸振興品目の推進提案」を
テーマに、担い手へのアプローチ方法などをロールプレイングにて発表しました。

７ＪＡともそれぞれが現場の実態を再現する迫真の演技を披露され、審査は
難航しましたが、最終的に昨年度 に引き続きＪＡ石川かほくが最優秀賞に輝き、
ＪＡ松任、ＪＡ小松市の２ＪＡが優秀賞に選ばれました。



ＧＡＰ研修_農場評価会≪中能登地区≫の開催（12/19）

令和５年度ＪＡグループ石川ＴＡＣパワーアップ大会

令和５年度ＪＡグループ石川ＴＡＣパワーアップ大会を２月２６日（月）に石川県農
業会館にて開催します。

今大会では、優秀TACの表彰や全国大会優良事例報告など担当者皆さんの
日々の活動のスキルアップを目指した内容と、今後の活動の活性化を図るための
企画を予定しておりますので、沢山のご参加をよろしくお願いいたします。

昨年度の写真

１２月１９日（火）、七尾市内の『農事組合法人なたうち』をモデルに農場評価会を
開催しました。

この評価会はＧＡＰの原理・原則を理解するとともに農場の事例を通して
適正農業管理の実務を学ぶことを目的とし、ＪＡ能登わかば管内の担い手、
ＪＡや県職員を中心に約20名が参加しました。

参加者からは「これまでもＧＡＰを学ぶ機会はあったが、実際に農場を見
て解説を聞くことで自身の農場と比較しながら学ぶことができた。できるこ
とから実践したい。」と前向きな意見が聞かれました。

営農戦略室では引続き、研修等を通じてＧＡＰに関する生産者への意識啓
発やＪＡ職員の人材育成を行っていきます。

熱心に講義を聞く参加者 倉庫内で解説に耳を傾ける参加者



【お問い合わせ先】ＪＡグループ石川営農戦略室
TEL：076-240-5051 FAX：076-240-9120

～令和６年 １月の予定～

期 日 内 容 場 所

１月２６日（金） 営農指導員試験・地域営農マネージャー試験 ＪＡ石川教育Ｃ

【提出期限】
１月末まで

園芸振興推進要領（秋冬作）報告書提出締め切り ―

２月２１日（水） 第５回農業経営指導者研修会（1/17から延期） ＪＡ石川教育Ｃ

イノシシ等による鳥獣被害は丹精込めて育てた作物が台無しになってしま

うため農家の大敵となっています。このような鳥獣被害を防止するためには、

鳥獣の保護管理や猟具の取り扱い等に関して正しい知識を習得することが

大切です。

令和６年２月２４日（土）能美市辰口福祉会館交流ホールにて第４回狩猟免

許試験が実施されます。鳥獣被害防止担当者のスキルアップのため、積極的

な受験をお願いいたします。

今年度最後の狩猟免許試験が実施されます

日時：令和６年２月２４日（土） 午前１０時から

申請期間：令和６年１月１９日（金） ～  令和６年２月９日（金）

場所：辰口福祉会館交流ホール
（能美市辰口町ヌ１０）
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